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■四つのテスト／花嶋　実 会員
　「言行はこれに照らしてから」
　1．真実かどうか
　2．みんなに公平か
　3．好意と友情を深めるか
　4．みんなの為になるかどうか

■本日のお客様
　三遊亭楽生師匠（ゲストスピーカー）
　大原保人様（新千葉 RC）

■委員会報告
　国際奉仕委員会…
　創立 40 周年記念式典並びに国際諸行事について案内をお送りします。本日より出欠の回覧を回しますので、ご記入願います。
　ご出席の際は○ではなく１とご記入ください。大勢の方のご参加をよろしくお願い申し上げます。

新年例会「新春寄席」
■三遊亭楽生 師匠　演目「長命」（あらすじ）
　男が、町内のご隠居のところへ飛び込んでくるなり「表通りの質屋・伊勢屋の婿養子がまた死にました。

これで 3 度目だ」と、ちょっと意味の通らないことを言う。男の説明は以下のようなものだった。

　先代の伊勢屋主人が亡くなり、そのひとり娘は、「錦絵から抜け出したようないい男」を婿に迎えた。

当然、娘夫婦が店を継ぐことになった。ところがしばらくすると、婿の顔色が日に日に青白くなっていき、

周囲がいぶかしむうちに床に就いて、ほどなく死んでしまった。伊勢屋の娘は「後家になるのはまだ早い」

と、ふたり目の婿養子を迎える。夫婦仲は良好。この婿も段々顔色が悪くなってきて、周囲が首をひねる

うち、また逝った。次に迎えた 3 人目の婿も、また同様に弱り、昨日死んだという。

　男はご隠居に、悔やみ文句などの葬式作法を教わりに来たのだった。一応の作法を教わった後、男は「伊勢屋の娘は、今や 30

過ぎのいわゆる年増だが、めっぽうよい容貌は衰えておらず、性格も父親譲りの人格者。おまけに店の経営はしっかりしているから、

婿に余計な負担がかかるはずはない。なぜ 3 人も続けて早死にするのか」とご隠居に尋ねる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２面へつづく

会長挨拶
■野口正夫 会長
　明けましておめでとうございます。会員の皆さまにおかれましては良い年を迎えられた事と存じます。
クラブの運営も下期に入りますが、会長方針としまして、「協力し合い楽しいクラブライフを」を掲げま
したが、上期のクラブ運営に関しまして、皆様のご協力をいただき感謝申し上げます。
　今日からは、下期の再出発に入ります。中でも最大の行事といたしまして、千葉西ロータリークラブ創
立 40 周年記念式典の開催です。特別委員長、実行委員長ならびに各委員長の皆様には、特にお骨折りを
いただき、骨格はほぼ固まってまいりました。あとは、私たち会員が一丸となって協力し合い、成功につ
なげたいと思います。
　本日の例会は、2016 年初めの例会に当たりますので会員各社の発展とご家族皆様のご多幸を寿ぎまし
て 40 周年のための鋭気をやしなう夜例会にいたしましょう。

■理事会報告
　本日の理事会では以下の内容が承認されました。
　第１議題　細則第３条第３節に伴う補充の件が承認されました。
　第２議題　次年度地区委員長・委員推薦の件が承認されました。
　第３議題　新入会員の件が承認されました。
　第４議題　忘年家族例会収支報告の件が承認されました。
　第５議題　上半期会計収支報告の件が承認されました。
　その他報告については各委員会よりあります。

■誕生祝い
　津田英彦 会員
　吉野秀和 会員
　内貴洲平 会員
　花光和久 会員
　遠藤　平 会員
　宮間大輔 会員

■結婚記念日祝い
　園川　裕 会員
　阿部紘一 会員


